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研究成果の概要：本研究の目的は、社会的弱者が、不利益をもたらされがちであった観光現象

を逆手にとって、自立化・自律化の途を進み、かつ近代化の過程で喪失してきた自信やプライ

ド、そして「伝統」を回復することはできるのだろうか。社会的弱者の自立的な生き方に観光

がどのような意味を持つのかについて、世界の多様な地域の事例の比較分析し、考察をするこ

とにある。比較研究の結果、少なくとも 4 つの結論を得た。①途上国における社会的弱者は、
観光にかかわるだけでは自立しえないであろう。②外部で作られた観光の概念やスタイルと現

地の人たちの理解するそれらの間には、しばしば齟齬がある。③自生的なリーダーとこの人物

を支えるフォロワ－関係の存在が、観光開発の成否やコミュニティの福祉の改善に大きくかか

わる。そして、④女性の役割がたいへん重要であるということである。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)観光客が地球の隅々まで進出する一方で、

各地の少数民族、極貧者、低位カースト、貧

しい女性などの社会的弱者が観光現象に直

接・間接に巻き込まれてきた。ある人たちは

観光産業に搾取され、別な人たちは観光客の

好奇のまなざしに晒される立場に置かれて

きた。しかし、1980 年代後半以降、このよ

うな人たちにも利益をもたらし、環境にも優

しく、観光客も満足できる、もう一つの観光

（持続的な観光）が先進国主導の形で提唱さ

れ、近年、途上国社会でも実践されてきた。

しかしながら、多くの場合、理念と実践の間



には大きな齟齬が見られ、社会的弱者の多く

が好奇のまなざしを向けられ、低い地位に置

かれことにあまり大きな変化はない。 

(2) ハーヴァード大学の故人類学者、メリー

ベリー・ルイスが創刊した Cul ural Survival
誌などは、少数民族に不利益を与えかねない

観光に対して、早くから警鐘を鳴らしてきた。

しかし、本格的な研究はまだ緒に就いたばか

りである。 

t

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、途上国における社会的弱

者が、不利益をもたらされがちであった観光

現象を逆手にとって、自立化・自律化の途を

進み、かつ近代化の過程で喪失してきた自信

やプライド、そして「伝統」を回復すること

はできるのだろうか。社会的弱者の自立的な

生き方に観光がどのような意味を持つのか

について、世界の多様な地域の事例の比較分

析し、考察をすることにある。 

 
３．研究の方法 

(1)研究代表者・分担者・協力者が以前から深

く関わってきたネパール、インド、インドネ

シア、フィリピン、マレーシア、タイ、ベト

ナム、ガイアナ、ペルー、エクアドル、ボリ

ビア、中国、そして日本の少数民族を中心と

する社会的弱者のコミュニティにおいて実

態調査を繰り返し実施した。(2)平成 18年~20

年度の 3年間にわたる調査を通じて、少なく

とも上記 13 ヶ国での社会的弱者の観光への

考え方、観光客、観光関連産業、そして国家

との関係性について、社会的弱者自身の声が

インタビューによって多数収集された。(3)

また、質問票を用いた悉皆調査などによって、

この人たちに関する基礎的資料も収集され

た。(4)また、観光客へのインタビューや観光

客が残したゲスト帳などの資料も入手でき

た。そして、(5)当該の政府機関の観光政策の

あり方について文献収集や関係者へのイン

タビューなどを実施し、また観光関連産業関

係者へのインタビューなども行った。 

 
４．研究成果 

比較検討した結果、四つの結論の存在が確

認された。①途上国における社会的弱者は、

観光にかかわるだけでは自立しえないであ

ろうということである。観光客の到来は季節

的に波があり、外部の政治・経済の変動を敏

感に反映する。したがって、農業や漁業など

の伝統的な生業を犠牲にしてまで、観光開発

を促進することは、社会的弱者にとってはた

いへん危険である。資本主義的な生産・消費

システムに巻き込まれていて、現金収入が必

要であるものの、あくまでも多様な職業の一

つとして観光にはかかわるべきだというこ

とである。②外部で作られた観光の概念やス

タイルと現地の人たちの理解するそれらの

間には、しばしば齟齬があるということであ

る。エコツーリズムはその最たるもので、観

光客、観光関連業者、そして現地の人たちの

間では、自然環境そのものに対する考え方や

態度に大きな違いが見られる。したがって、

外部の支援組織は、現地の人たちの考え方を

尊重し、十分に議論したうえで側面支援する

ことが重要である。また、現地の人たちも、

外部者の考え方を十分に理解した上で、観光

に関る必要がある。③自生的なリーダーとこ

の人物を支えるフォロワ－関係の存在が、観

光開発の成否やコミュニティの福祉の改善

に大きくかかわるということである。このこ

とは、本研究への参加者の多くが参加した以

前のプロジェクト研究で見出したように、ス

ラム地区コミュニティの生活環境改善を実

現する自生的リーダーとフォロワーの関係

と共通している。コミュニティの意見をまと



め、外部組織と交渉し、外部からの支援を獲

得し、生活環境の改善を実現する人物がいる

か、いないかが観光開発の成否に関ってくる。

④女性の役割がたいへん重要であるという

ことである。女性が手工芸品を生産し、マイ

クロファイナンスを運用し、生活環境を改善

する先頭に立つ傾向にある。このことが女性

に自信を与え、そしてプライドを芽生えさせ

る。観光客など、外部の人たちとの均衡がと

れた力関係を作り出すことにもなる。これは

社会的地位の向上でもある。 
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